


﹁
夢
と
希
望
﹂
の
持
て
る
年
に

﹁
夢
と
希
望
﹂
の
持
て
る
年
に小

谷
芳
正

小
谷
芳
正

み
な
べ
町
長

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

  

町
民
の
皆
様
方
に
は
、健
や
か
な
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、町
政
各
般
に
わ
た
り
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
の
み
な
べ
町
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
は
、町
民
の
皆
様
方
の
力
強
い
ご

支
援
を
賜
り
再
度
当
選
さ
せ
て
い
た
だ

き
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
末
に
は
衆
議
院
の
解
散
総

選
挙
が
行
わ
れ
、消
費
増
税
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
、原
発
再
稼
働
問
題
な
ど
、私
た
ち
の

生
活
に
係
わ
り
の
深
い
多
く
の
問
題
が
議

論
さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
、政
局
の
動
向
を

み
な
が
ら
、国
・
県
の
補
助
金
等
を
最
大

限
に
活
用
し
、町
民
の
皆
様
方
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
町
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

特
に
防
災
・
減
災
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、

近
い
将
来
必
ず
や
って
く
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る
大

津
波
や
浸
水
に
対
し
、い
か
に
早
く
、そ
し

て
少
し
で
も
高
い
所
へ
避
難
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
進
め
て
い
ま
す
避
難
路
等
の
整

備
を
更
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
を
始
め
難
し
い
課
題
が
山

積
み
し
て
い
ま
す
が
、町
民
の
皆
様
の
安

全
・
安
心
を
将
来
に
わ
た
っ
て
、し
っ
か
り

支
え
、夢
と
希
望
の
持
て
る
年
と
す
る
た

め
、国
や
県
の
協
力
を
得
て
、職
員
一
同
、一

丸
と
な
って
頑
張
って
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
し
ま
し
て
、新
年
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

子
や
孫
に
�﹁
こ
の
み
な
べ
町
に
ず
う
�
と
住
み
た
い
﹂

と
思
�
て
も
ら
え
る
町
を
め
ざ
し
て

子
や
孫
に
�﹁
こ
の
み
な
べ
町
に
ず
う
�
と
住
み
た
い
﹂

と
思
�
て
も
ら
え
る
町
を
め
ざ
し
て

田
中
昭
彦

田
中
昭
彦

み
な
べ
町
議
会
議
長

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、清
々
し
く
、ま
た
心

新
た
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、小
谷
町
長
の
再
任
、ま
た
私
ど

も
議
員
も
、合
併
後
三
期
目
の
選
挙
が
あ

り
、６
名
の
新
人
議
員
が
誕
生
し
て
の
出

発
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、一
昨
年
当
地
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
台
風
12
号
に
よ
る
９
月
豪
雨

災
害
の
復
旧
・
復
興
に
は
、懸
命
に
努
力
を

重
ね
、順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、完
了

ま
で
は
至
ら
ず
、未
だ
道
半
ば
で
、皆
様
の

ご
理
解
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

町
行
政
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
、執

行
権
を
有
す
る
町
当
局
と
、議
会
に
は
議

決
権
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
に

適
正
で
効
率
的
な
行
財
政
の
運
営
を
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。立
場
は
違
っ
て
お
り
ま

す
が
、そ
の
根
底
に
は
、町
民
の
幸
福
の
追

求
と
い
う
共
通
の
目
的
が
あ
り
、そ
の
結

果
に
は
、双
方
と
も
責
任
を
持
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、お
互
い
切
磋
琢
磨
懸
命
に
努

力
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
、今
年
三
月
に
は
待
望
の
新
し

い
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、全
町
そ
ろ
っ

て
の
給
食
が
で
き
る
こ
と
を
喜
び
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
は
、町
政
へ
の
関
心
や
興

味
を
持
って
い
た
だ
き
た
く
、広
く
ご
意
見

や
ご
感
想
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、幸
多
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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12
月
１
日
、み
な
べ
町
体
育
協
会

主
催
の
第
６
回
町
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
１
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で

約
１
２
０
人
が
参
加
し
、保
護
者

な
ど
が
見
守
る
中
、力
いっ
ぱ
い
走

り
ま
し
た
。

【
小
学
１・２
年
生
女
子
の
部（
１
キ
ロ
）】

①
築
山
実
波（
南
部
２
年
）４
分
24

秒
②
長
坂
遥
那（
岩
代
１
年
）

③
橋
本
日
菜
子（
高
城
１
年
）④
堀

口
佳
穂（
上
南
部
２
年
）⑤
植
野
妃

奈（
同
２
年
）⑥
永
井
千
景（
高
城

２
年
）

【
小
学
１・２
年
生
男
子
の
部（
１
キ
ロ
）】

①
山
本
陽
介（
岩
代
２
年
）３
分
47

秒
②
清
水
快
音（
上
南
部
２
年
）

③
池
本
健
太（
同
２
年
）④
瀧
谷

陽
斗（
南
部
２
年
）⑤
森
由
貴
也

（
上
南
部
２
年
）⑥
谷
村
涼
太（
高

城
２
年
）

【
小
学
３・４
年
生
女
子
の
部（
１
キ
ロ
）】

①
永
井
さ
く
ら（
上
南
部
３
年
）４

分
４
秒
②
寺
本
和
華（
同
３
年
）

③
長
坂
彩
音（
岩
代
３
年
）④
下

自
己
記
録
を
め
ざ
し
て
！

力
強
い
走
り
を
披
露

自
己
記
録
を
め
ざ
し
て
！

力
強
い
走
り
を
披
露

平
成 

　
年
度
日
高
地
方

﹁
税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語
﹂で
入
賞

平
成 

　
年
度
日
高
地
方

﹁
税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語
﹂で
入
賞

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

野
和
子（
高
城
４
年
）⑤
野
村
真

佑（
南
部
４
年
）⑥
草
分
野
々
花

（
同
４
年
）

【
小
学
３・４
年
生
男
子
の
部（
１
キ
ロ
）】

①
永
井
歩（
高
城
４
年
）３
分
36
秒 

②
三
尾
倖
平（
南
部
４
年
）③
鈴
木

健
斗（
同
３
年
）④
尾
崎
亘（
岩
代

３
年
）⑤
坂
内
佑
磨（
高
城
４
年
）

⑥
森
壮
一郎（
上
南
部
３
年
）

【
小
学
５
年
生
女
子
の
部（
１・５
キ
ロ
）】

①
谷
本
優
花（
上
南
部
）６
分
21

秒
②
平
野
加
奈（
高
城
）③
西
野

歩
季（
上
南
部
）④
辻
本
晴
香

（
同
）⑤
清
水
乙
羽（
同
）⑥
尾
崎

陽
乃（
南
部
）

【
小
学
５
年
生
男
子
の
部（
１・５
キ
ロ
）】

①
舩
本
佑
哉（
南
部
）５
分
39
秒 

②
山
本
晃
生（
岩
代
）③
永
井
翔

（
高
城
）④
小
山
拓
海（
上
南
部
）

⑤
畑
谷
潤（
高
城
）⑥
三
前
優
真

（
南
部
）

【
小
学
６
年
生
女
子
の
部（
１・５
キ
ロ
）】

①
清
水
梨
穂（
上
南
部
）５
分
49

秒
②
片
山
瀬
奈（
同
）③
池
端
友

香（
南
部
）④
米
澤
咲
希（
上
南

部
）⑤
寺
本
梨
伽（
同
）

【
小
学
６
年
生
男
子
の
部（
１・５
キ
ロ
）】

①
石
上
裕
之（
南
部
）５
分
41
秒 

②
冨
山
樹（
高
城
）③
龍
神
領
海

（
同
）④
永
井
亮（
同
）⑤
有
本
顕

（
岩
代
）⑥
谷
口
大
樹（
上
南
部
）

【
中
学
生
女
子
の
部（
２
キ
ロ
）】

①
山
添
真
奈（
南
部
３
年
）７
分
36

秒 

②
尾
崎
葉
也
瑠（
同
１
年
）

③
堀
本
菜
央（
同
２
年
）④
下
野
は

る
か（
高
城
１
年
）⑤
山
本
真
衣

（
同
１
年
）⑥
古
久
保
朋
佳（
南
部

２
年
）

【
中
学
生
男
子
の
部（
３
キ
ロ
）】

①
沖
見
史
哉（
南
部
２
年
）９
分
31

秒
②
石
上
勝
大（
同
３
年
）③
有
本

雄
紀（
同
３
年
）④
林
大
記（
上
南

部
３
年
）⑤
矢
倉
拓
真（
南
部
２

年
）⑥
坂
本
裕
也（
同
２
年
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

24

　

日
高
地
方
租
税
教
育
推
進
協

議
会（
会
長 

御
坊
税
務
署
長
）主

催
の
平
成
24
年
度「
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
」で
、次
の
皆
さ
ん

が
入
賞
し
ま
し
た
。

谷
本
実
香
子（
南
部
中
３
年
）、西

川
李
世（
同
３
年
）、有
本
萌
菜（
同

２
年
）、栗
山
啓（
同
２
年
）、濵
路

茉
里（
同
２
年
）、宮
本
依
吹（
同
１

年
）、前
田
直
生（
同
１
年
）、新
田

智
美（
同
１
年
）、桂
菜
々
子（
上
南

部
中
３
年
）、丸
山
茜（
同
３
年
）、

山
﨑
颯
司（
同
３
年
）、丸
山
純（
同

２
年
）、早
田
さ
ら（
同
１
年
）、小

池
知
弥（
高
城
中
３
年
）、道
上
茜

（
同
３
年
）、永
井
寧
（々
高
城
中
２

年
）、西
野
茜（
同
２
年
）、山
﨑
夏

美（
清
川
中
３
年
）、田
中
冴（
同
３

年
）龍
神
哉
太（
同
１
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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「
納
め
よ
う
　
未
来
の
希
望
と
　
願
い
を
こ
め
て
」

優
秀
賞

佳
　
作

瀧
川
裕
喜（
上
南
部
中
３
年
）

「
消
費
税
　
僕
も
立
派
な
　
納
税
者
」

下
村
太
輝（
清
川
中
２
年
）

「
税
金
を
　
納
め
て
作
る
　
豊
か
な
暮
ら
し
」

小
田
若
奈（
清
川
中
２
年
）



住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
と

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
と

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　

11
月
18
日
高
城
地
区
・
清
川

地
区
で
、22
日
岩
代
地
区
で
、25

日
南
部
地
区・上
南
部
地
区
で
、

そ
れ
ぞ
れ
防
災
訓
練
を
実
施

し
、総
勢
５
３
４
３
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

災
害
か
ら
自
分
や
家
族
、地

域
住
民
を
守
る
た
め
の
知
識・判

断
力・行
動
力
を
養
う
た
め
、今

年
度
は
、小
学
校
区
単
位
の
地

域
が
、地
域
の
防
災
課
題
に
対
応

し
た
訓
練
を
計
画
し
、地
域
と

小
学
校
が
連
携
し
て
防
災
訓
練

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

高
城
地
区
は
、訓
練
開
始
の
合

図
と
と
も
に
地
域
住
民
や
小
学

生
は
避
難
場
所
に
避
難
し
、安
否

確
認
や
健
康
状
態
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
、小
学
生
は
防

災
物
品
や
危
険
個
所
の
説
明
を

聞
き
、今
後
の
防
災
マ
ッ
プ
作
成

の
た
め
の
勉
強
も
行
い
ま
し
た
。

　

清
川
地
区
は
、小
学
５・６
年

生
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、地
域

の
高
齢
者
宅
な
ど
を
訪
問
し
、声

か
け
や
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た

あ
と
、小
学
生
全
員
が
地
域
ご
と

に
分
か
れ
事
前
に
作
成
し
て
い
た

ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
に
記
載
さ
れ
て
い

る
危
険
個
所
な
ど
を
徒
歩
で
確

認
し
て
回
り
ま
し
た
。ま
た
、か

ま
ど
を
使
っ
た
炊
き
出
し
訓
練
や

簡
易
担
架
づ
く
り
、消
火
器
の
使

い
方
な
ど
も
学
習
し
ま
し
た
。

地
区
内
の
危
険
個
所
の
確
認
や
、

色
々
な
訓
練
を
体
験
し
ま
し
た
。

避難参集後、自家発電機など
消防設備の説明も受けました。

小
学
校
と
連
携
し
た
、
地
域
防
災
訓
練
を
実
施
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孤
立
状
態
を
想
定
し
て

高
城
・
清
川
地
区



　

岩
代
地
区
は
、子
ど
も
た
ち
の

下
校
中
に
地
震
が
発
生
し
た
と

想
定
し
、下
校
途
中
の
小
学
生
や

地
域
の
皆
さ
ん
が
、高
台
の
避
難

場
所
へ
避
難
す
る
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。ま
た
、小
学
５・６
年

生
は
訓
練
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、避

難
場
所
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
や

主
な
ポ
イ
ン
ト
で
の
通
過
人
数
の

カ
ウ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

南
部
地
区
は
、授
業
中
に
地

震
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、小

学
生
は
上
級
生
が
下
級
生
の
手

を
つ
な
い
で
、埴
田
の
山
へ
２
通
り

の
避
難
経
路
を
使
っ
て
避
難
し

ま
し
た
。６
年
生
は
訓
練
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
、避
難
場
所
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
回
収
や
主
な
ポ
イ
ン
ト
で

の
通
過
人
数
の
カ
ウ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、地
域
住
民
は
防
災
無

線
の
合
図
に
合
わ
せ
て
、高
台
の

避
難
場
所
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

上
南
部
地
区
は
、子
ど
も
た

ち
の
登
校
中
に
地
震
が
発
生
し

た
と
想
定
し
、登
校
中
の
小
学
生

は
そ
の
場
で
身
を
守
り
、そ
の
後

班
長
の
指
示
に
よ
って
避
難
場
所

へ
避
難
し
、班
長
が
人
数
確
認
を

行
い
ま
し
た
。　　
　

　

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
も
、防
災

無
線
の
合
図
に
合
わ
せ
て
、避
難

所
に
避
難
し
ま
し
た
。

帰
宅
途
中
の
児
童
は
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
で

高
台
の
学
校
へ
引
き
返
し
て
き
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
訓
練
も
小
学
生
は

防
災
へ
の
主
体
的
な
行
動
意
識

を
高
め
、自
ら
の
命
を
守
る
こ
と

を
目
標
に
実
施
し
て
い
ま
す
。ま

た
地
域
は
小
学
校
と
連
携
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
皆
さ
ん
の
関
心
を

高
め
、地
域
全
体
で
防
災
に
関
す

る
意
識
が
共
有
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

う
め
振
興
館
や
学
校
の
屋
上
な
ど
、

よ
り
高
い
と
こ
ろ
に
向
け
て
避
難
を
開
始

小
学
生
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。自
主
防
災
会
で
は
、

リ
ヤ
カ
ー
を
使
っ
た
要
援
護
者
の
搬
送
訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
な
ど
、

地
域
独
自
の
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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津
波
避
難
を
想
定
し
て

岩
代
・
南
部
・
上
南
部
地
区



被
災
地
の
生
の
声
を
聴
い
て
！

町
消
防
団
が
東
北
の
被
災
地
で
研
修

被
災
地
の
生
の
声
を
聴
い
て
！

町
消
防
団
が
東
北
の
被
災
地
で
研
修

　

町
消
防
団
の
班
長
以
上
の
団

員
41
人
と
事
務
局
４
名
が
、２
班

に
分
か
れ
岩
手
県
山
田
町
と
福

島
県
新
地
町
の
被
災
地
に
出
向

き
、研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

視
察
先
で
は
現
状
視
察
と
と

も
に
、現
地
の
消
防
団
員
な
ど
か

ら
当
時
の
状
況
、苦
慮
し
た
点
、

活
動
に
携
わ
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と

や
今
後
の
課
題
な
ど
を
聞
き
、意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、12
月
５
日
、団
長
と

副
団
長
３
名
が
研
修
報
告
の
た

め
に
町
長
を
訪
れ
、参
加
団
員
の

意
識
の
変
化
や
防
災
へ
の
課
題
な

ど
研
修
に
よ
っ
て
実
感
し
た
こ
と

を
報
告
し
、今
後
、他
の
消
防
団

員
や
地
域
住
民
に
も
、見
て
き
た

こ
と
、学
ん
で
き
た
こ
と
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
は
、自
分
が
助
か
る

こ
と
に
よ
り
、そ
の
後
の
救
助
や

復
旧
作
業
に
係
わ
る
こ
と
が
で

き
、助
け
ら
れ
る
命
を
助
け
、二

次
被
害
の
抑
止
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。心
の
葛
藤
が
あ
っ
て

も
、ま
ず
は
自
分
の
命
を
守
ら
な

け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
。住
民
一

人
ひ
と
り
が
逃
げ
る
意
識
を
持

ち
、素
早
い
行
動
を
起
こ
さ
な
い

と
、二
次
被
害
を
引
き
起
こ
す
原

因
に
な
り
え
る
。

　

今
ま
で
誰
も
大
津
波
を
経
験

し
た
こ
と
が
な
く
、今
回
避
難
に

関
す
る
油
断
や
認
識
の
甘
さ
が

被
害
を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
っ
た
要

因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
釜
石

の
奇
跡
」は
奇
跡
で
は
な
く
、繰

り
返
し
避
難
訓
練
を
行
っ
て
き

た
実
績
の
表
れ
で
あ
る
。

 

今
後
住
民
の
避
難
を
す
る
と
い

う
意
識
を
い
か
に
高
め
て
い
く
か

が
重
要
で
、意
識
改
革
が
最
重

要
課
題
で
あ
る
。

　

発
電
機
な
ど
の
備
品（
火
事
で

す
ぐ
必
要
の
な
い
も
の
）の
高
台

保
管
や
十
分
な
燃
料
の
備
蓄
、通

信
伝
達
手
段
な
ど
を
町
に
提
案

し
、町
、消
防
団
、地
域
住
民
が
一

体
と
な
っ
た
、防
災
対
策
への
更
な

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
再
確
認
し

ま
し
た
。

研
修
報
告
を
さ
れ
る
消
防
団
幹
部

研
修
先
で
の
様
子
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何
よ
り
も
ま
ず
は
、

自
分
の
命
を
守
る

住
民
の
避
難
に
対
す
る

意
識
改
革
が
課
題

町

へ

の

提

案



　気象庁が発表する津波警報や津波情報の内容が、平成25年３月７日から変わります。
　気象庁では、地震発生直後にその発生場所（震源）と規模（マグニチュード）を推定し、直ちに発生す
る津波の高さや到達時間などを予想し、地震発生の約３分後に津波警報などを発表します。ただし、巨
大地震の場合、その規模を直ちに推定できず、適切に津波の高さを予想できないことがあります。
　平成25年３月７日からは、このような地震が発生した場合には、最大級の津波を予想して、津波の高さ
を「○メートル」という数値ではなく、大津波警報では「巨大」、津波警報では「高い」という言葉（キー
ワード）を用いて発表します。
　津波警報が発表された時には、ただちに避難が必要です。このように「巨大」、「高い」のキーワードを
見たり、聞いたりした場合には、東日本大震災級の津波が発生した可能性がある非常事態と考えて、最
大限の避難を行いましょう。
　また、津波観測情報では、観測された津波の高さを見て、これが最大だと誤解しないように、「○メート
ル」という数値では表わさずに「観測中」と発表する場合があります。
　津波警報や津波情報の変更内容の詳細については、気象庁ホームページをご覧いただくか、もしくは
検索サイトで「津波警報が変わります」と入力し、そのリンク先へ移動してください。
　なお、津波警報などを見聞きした場合、ただちに避難をすることが重要ですが、「強い揺れ」や「長く
ゆっくりとした揺れ」を感じた時も、津波がおそってくると考えて自らの判断でただちに高い場所（高台や
避難ビル）へ避難することが重要です。

新しい津波警報・注意報の分類と取るべき行動

予想される
津波の高さ

大津波警報

１０ｍ超

１０ｍ

５ｍ

３ｍ

巨大

高い

（表記しない）１ｍ

津波警報

津波注意報

巨大地震の
場合の表現

とるべき行動

ただちに高台や避難ビルなど安
全な場所へ避難してください。
津波は繰り返し襲ってくるの
で、津波警報が解除されるまで
安全な場所から離れないでくだ
さい。

海の中にいる人は、ただちに海
から上がって、海岸から離れて
ください。津波注意報が解除さ
れるまで、海に入ったり海岸に
近付いたりしないでください。

発表基準
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平成25年３月７日から、津波警報の発表基準が変わります
大津波警報は「巨大」、津波警報は「高い」

問合せ先：和歌山地方気象台　TEL（073）422-1328



ずっと楽しみにしてたんだよ。電車に乗ってレッツゴー！

NEWS

人権擁護委員が人権啓発で福祉施設を訪問

　12月４日～10
日までの人権週
間に合わせて、
町の人権擁護
委員６名が広報車による啓発や、町内の福祉施設などを巡
回し、人権についての呼びかけやお願いをしました。　　
　デイサービスなどで施設に見えられている方や職員一人
ひとりに啓発資料を手渡しながら、啓発を行いました。
　委員の皆さんは頼りになる身近な相談相手です。

　12月11日、高城保育所の園児たちが、南部駅から普通電車で御坊駅まで乗車、帰りは特急電車に乗って、楽しい電
車の旅を体験しました。
　始めに南部駅でＪＲ職員から、駅の仕事や切符の買い方などを体験させてもらい、特別に作ってもらった切符で、改札
を通過。
　乗る前には、運転手さんに電車に乗るときのお約束も聞いて、待ちに待った電車に乗って出発。
　電車の窓からはどんな景色がみえたかな？
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2015年「紀の国わかやま国体」にむけて

ノーベル賞も夢じゃない？ 小さな疑問が、大きな発明に

まんまる、あんこもちができました。つきたてのおもちはおいしいなぁ

　町内の各保育所や幼稚園で、年末恒例のおもちつきが行われました。
　上南部保育所では、保護者の方に手伝ってもらって、子どもたちが２人ずつ順番にお餅つきをした後、あんこを入れて
おもちを握りました。
　「うまくできたよ」て、うれしそうに見せてくれて、小さなお口でぱっくり。
　やっぱり自分でつくったおもちはおいしいなぁ

　12月４日、「紀の国わかやま国体」の町実行委員会設立発起人
会が開かれました。
　わかやま国体は、平成27年（２０１５年）９月26日（土）～10月６日
（火）の会期で、和歌山県内各会場において開催予定です。みな
べ町は成年男子軟式野球と山岳競技（全種別）の会場となります。
　発起人代表の町長は、「全国から大勢の皆さんが来てくれるの
で、おもてなしの心を持って歓迎したい。町では、梅とスポーツの関連性などを調査中なので、国体までに成果を上げて、
梅はスポーツに良いこと、選手に梅を食べていただける方法などを考え、「梅＝スポーツ」を町のＰＲとともにアピールして
いきたい」と挨拶されました。

　12月13日、「第19回発明発見創意くふう展」、「第18回未来の科学の夢絵画展」、「平成24年度人権を考える啓発標
語」の優秀作品表彰式が行われ、町長と町人権推進委員会の山中邦夫会長から、入賞者に表彰状が贈られました。

表彰式に出席されたみなさんは、裏表紙でも紹介させていただいています

広報みなべ　2013.1
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　人形の家のメイド、ティリーは、
自由に暮らせる場所をさがして、
ある日、家を出ます。そして苦労
の末に見つけたのは……。大人
も引きつけられるていねいで素朴
な絵。元気をもらえるお話です。
●さわっておどろく！点字点図が
ひらく世界（広瀬浩二郎・嶺重
慎）●名探偵コナン理科ファイル 
力と動きの秘密（青山剛昌原
作）●ブラック◆ダイヤモンド（令
丈ヒロ子）●世界一力もちの女
の子のはなし（ガードナー）●愛
の一家あるドイツの冬物語（ザッ
パー）●みぢかなしぜんではやく
ちことば くさばなのまき（平田昌
広）●てんからふってきたたまご
のはなし（三好碩也）●おおきな
かぬー（土方久功）

ゆめよみ館・子ども向け

　著者の母みつえさんは、夫が
亡くなった頃から認知症が始まり
ました。よく時が交ざり合い、亡く
なった夫や姉妹と語っています。     
そんな母との日々 をほのぼのとし
たコミックで描きました。母への思
いがつまった、切ないけれど、心
があたたかくなる1冊です。
●冷血 上下（高村薫）●55歳
からのハローライフ（村上龍）
●デカメロン（ボッカッチョ）●禅
寺モノ語り（玄侑宗久）●拉致と
決断（蓮池薫）●人が死なない
防災（片田敏孝）●米ぬかレシ
ピ（浜内千波）●ips細胞大革
命（朝日新聞科学医療部）

ゆめよみ館・大人向け

　もうすぐねずみのオスカーのう
ちに赤ちゃんがうまれます。でも、
まだベッドはできていないし、食
べものをさがしにいったお父さん
は帰ってこない･･･。なんとかしよ
うと１人でがんばるオスカーに、う
れしいおくりものがとどきます！
●あのころ、先生がいた。（伊藤
比呂美）●あんな雪こんな氷
（高橋喜平）●旧約聖書物語　
上（ウォルター・デラ・メア）

上南部分館・子ども向け

上南部分館・大人向け

上南部分館　おはなしの会
1月9日（水）午後３時から

　笑いは、みんなを和ませてくれます。また、健康維持にも
様 な々効果があると注目されています。笑いの効能の本、笑
いが生まれる楽しい本などを紹介します。

1月のゆめよみ館テーマ展示

「笑う門には福来たる」

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

1階

　今年はヘビ年です。ヘビ・トカゲ・カメなど、はちゅうるいが
出てくる楽しい絵本、お話を集めました。意外に、いろいろあ
りますので、どうぞ、ごらんください。

「こんなにあるよ、ヘビ・トカゲ・カメの本」2階

テ
ィ
リ
ー
の
ね
が
い

　
　
　  

フ
ェ
イ
ス・ジ
ェ
イ
ク
ス（
こ
ぐ
ま
社
）

ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く

　
　 

　
　
　
　
　
岡
野
雄
一（
西
日
本
新
聞
社
）

ね
ず
み
の
オ
ス
カ
ー
と
は
る
の
お
く
り
も
の

　
　
　
　
　
　リ
リ
ア
ン・ホ
ー
バ
ン（
の
ら
書
店
）

こんな本、いかが？

通 信

12月28日（金）～1月４日（金）休館
（月末休館日含む）
５日（土）わくわくタイム（10:30～）
おはなし会（14:00～）
７日（月）休館
10日（木）ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）（10:30～）
12日（土）おはなし会（14:00～）
13日（日）ボランティア養成講座
　　　　　　　（10:30～12:00）
14日（月）休館（成人の日）
15日（火）休館
19日（土）おはなし会（14:00～）
20日（日）ボランティア養成講座
　　　　　　　（10:30～12:00）
21日（月）休館
24日（木）ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）（10:30～）
26日（土）ビデオ上映会（10：30～）
おはなし会（14:00～）
27日（日）ボランティア養成講座
　　　　　　　（10:30～12:00）
28日（月）休館
31日（水）休館（月末休館日）

ゆめよみ館・1月のカレンダー

●こころを看取る 訪問看護士
が出会った1000人の最期（押
川真喜子）●この年齢（とし）
だった！（酒井順子）●ヨーロッパ
の古城と宮殿（藤井信行）

　講師：脇谷邦子先生（同志社大学嘱託講師）
　　　松本則子先生（元人形劇団クラルテ代表）
　１月13日（日）「子どもの育ちと絵本について」
　１月20日（日）「日本語の言葉を美しく発音してみましょう」
　１月27日（日）「絵本の選び方・読み方・プログラムの立て方」
　２月３日（日）　演習「プログラムを作成する。絵本を読む」
　時間：午前１０時３０分～１２時　場所：ゆめよみ館２階会議室
　＊詳しくは図書館までお問い合わせください。

ボランティア養成講座
「子どもたちに絵本を読む　はじめの一歩」

　12月11日（火）～13
日（木）、南部高校の
生徒二人が、インター
ンシップ（職業体験実
習）でカウンターや本
の整理などを手伝っ
てくれました。

南部高校生のインターンシップ
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年
が
明
け
た
ら
申
告
シ
ー
ズ
ン

で
す
。そ
ろ
そ
ろ
申
告
の
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、平
成
24
年
分
の
確
定
申

告
の
相
談
と
申
告
書
の
受
付
は
、

２
月
18
日（
月
）か
ら
３
月
15
日

（
金
）ま
で
で
す
。

　

ま
た
、給
与
所
得
者
や
年
金

所
得
者
で
還
付
申
告
を
す
る
場

合
は
、２
月
１
日（
金
）か
ら
、御

坊
税
務
署
、ま
た
は
役
場
税
務

課
で
受
付
し
ま
す
。

●
生
命
保
険
料
控
除
制
度
の
改

組（
平
成
24
年
１
月
１
日
以
後
に

締
結
し
た
保
険
契
約
等（
新
契

　

来
年
度（
平
成
25
年
度
）採
用

の
町
立
保
育
所
臨
時
保
育
士
・

臨
時
調
理
師
を
、次
の
通
り
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

臨
時
保
育
士　

２
名

臨
時
調
理
師　

１
名

〔
応
募
者
が
多
い
場
合
は
、面
接

で
決
定
し
ま
す
。〕

■
応
募
資
格

保
育
士　

保
育
士
資
格
取
得
者

調
理
師　

栄
養
士
資
格
又
は

調
理
師
免
許
取
得
者

〔
い
づ
れ
も
３
月
末
ま
で
に
資
格

取
得
見
込
者
も
可
〕

■
募
集
期
間　

１
月
７
日
（
月
）〜
１
月
18
日

保
育
所

を
募
集
し
ま
す

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
・
・
・

《
所
得
税
の
確
定
申
告
・
住
民
税
の
申
告
》

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

約
）に
係
る
生
命
保
険
料
控
除)

　

新
た
に
介
護
保
険
料
控
除
を

設
け
、一
般
生
命
保
険
料
控
除
、

介
護
医
療
保
険
料
控
除
、個
人

年
金
保
険
料
控
除
の
そ
れ
ぞ
れ

の
適
用
限
度
額
が
２
万
８
千
円

と
な
り
ま
す
。（
但
し
、合
計
適

用
限
度
額
７
万
円
）

●
退
職
所
得
２
分
の
１
課
税
の

見
直
し（
平
成
25
年
１
月
１
日

以
後
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
退
職

手
当
等
に
適
用
）

　

勤
続
年
数
が
５
年
以
内
の
法

人
役
員
等（
公
務
員
含
む
）の
退

職
所
得
に
つ
い
て
、〔（
収
入
金
額

│
退
職
所
得
控
除
額
）×

１
／
２

＝
退
職
所
得
の
金
額
〕と
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
、こ
の
１
／
２
を
乗
じ

税
制
改
正
に
つ
い
て

税
制
改
正
に
つ
い
て

（
金
）午
後
５
時
ま
で（
土
・
日
曜

日
・
祝
日
を
除
く
）

■
提
出
書
類　

保
育
士　

履
歴
書
、保
育
士
証

の
写
し

調
理
師　

履
歴
書
、栄
養
士
資

格
又
は
調
理
師
免
許
証
の
写
し

■
提
出
先　
住
民
環
境
課

◎
応
募
は
、郵
送
で
も
可
。但
し
、

１
月
18
日（
金
）ま
で
必
着
の
こ

と
。

〔※

採
用
予
定
期
間
は
、平
成
25

年
４
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月

30
日
ま
で
。社
保
な
ど
各
種
保
険

あ
り
ま
す
。〕

　

く
わ
し
く
は
、住
民
環
境
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

臨
時
調
理
師

臨
時
保
育
士

（
採
用
は
来
年
度
）

る
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

●
退
職
所
得
に
係
る
個
人
住
民

税
の
10
％
税
額
控
除
の
廃
止

（
平
成
25
年
１
月
１
日
以
後
に

支
払
わ
れ
る
べ
き
退
職
手
当
等

に
適
用
）

　

源
泉
分
離
課
税
と
さ
れ
て
い

る
退
職
所
得
に
係
る
個
人
住
民

税
の
税
額
に
つ
い
て
、そ
の
10
％

を
減
額
す
る
特
例
措
置
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。

　

申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、御
坊
税
務
署（
℡
０
７
３

８
│
22
│
０
６
９
５
）、ま
た
は

役
場
税
務
課
へ
。

広報みなべ　2013.1
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１
月
10
日（
木
）〜
２
月
27
日（
水
）

空
気
が
乾
燥
し
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

防
災
へ
の
決
意
新
た
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
７
日
は
出
初
め
式

消
防
団
冬
季
特
別
警
戒
を
実
施

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

　

１
月
７
日（
月
）午
前
９
時
か

ら
、み
な
べ
町
消
防
団
の
出
初
め

式
を
行
い
ま
す
。（
午
前
８
時
に

消
防
団
員
招
集
の
た
め
の
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。）

　

式
で
は
、約
３
０
０
人
の
消
防

団
員
と
各
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
代

表
の
皆
さ
ん
が
、一
堂
に
会
し
て

今
年
１
年
の
防
災
への
決
意
を
新

た
に
し
ま
す
。

●
場
所　

町
民
広
場（
気
佐
藤
・

南
部
川
河
川
敷
）※

雨
天
の
時

は
、南
部
小
学
校
体
育
館

　

な
お
、式
終
了
後
、団
員
の
皆

さ
ん
は
、須
賀
橋
付
近
の
河
川
敷

（
西
本
庄
）へ
移
動
し
て
、放
水
訓

練
を
行
い
ま
す
。

　

ち
ょっ
と
し
た
油
断
が
大
き
な

火
災
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

台
所
や
暖
房
器
具
な
ど
、火
の

取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

経済産業省・和歌山県・みなべ町

昨年の出初め式の分列行進の様子
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工業統計調査を実施しています
　経済産業省では、工業統計調査を昨年１２月から実施しています。
　調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料として利
用されるとともに、企業、大学などでの研究資料、小・中・高等学校の教材
など、広く利用されているところです。
　皆様から御提出していただく調査票については、統計法に基づき調査
内容の秘密は厳守されますので、正確な御記入をお願いします。

工業統計キャラクター・コウちゃん



青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民環境課
税　務　課
保健福祉課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
検　査　室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
保健福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
上下水道課
　水 道 係
　下水道係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ　Ａ　Ｘ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－２５４４
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７
７４－３１３４
７４－３３３４
７４－２４１８
７４－２１９１
７４－３６２１

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣）

1階

1階

2階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

　

南
部
長
寿
大
学
が
、来
年
度

の
新
入
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

南
部
長
寿
大
学
で
は
、健
康

や
娯
楽
、文
化
や
歴
史
な
ど
の
学

習
を
通
し
て
、高
齢
者
の
友
人
づ

く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。参
加
し
て
、素
敵

な
出
会
い
や
生
き
が
い
を
見
つ
け

ま
せ
ん
か
。

▼
資
格　

原
則
と
し
て
旧
南
部

町
在
住
の
65
歳
以
上
の
方（
但

し
、上
記
以
外
の
方
で
入
学
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、相
談
に
応
じ
ま

す
。）

▼
費
用　

原
則
と
し
て
無
料（※

研
修
等
必
要
に
応
じ
て
実
費
必

要
）

▼
学
習
内
容　

原
則
と
し
て
月

１
回
、健
康
・
歴
史
・
工
作
・レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョン・
社
会
見
学
な
ど
の

講
座
を
行
い
ま
す
。

　

堺
、山
内
、東
吉
田
、東
・
西
岩

代
方
面
の
方
は
、送
迎
し
ま
す
。

　

入
学
の
申
し
込
み
は
、２
月
末

ま
で
に
、南
部
公
民
館

（
片
町
、℡
72
│
１
４
０
０
）へ
。

　

自
衛
隊
で
は
次
の
と
お
り
自

衛
官
候
補
生（
男
子
）を
募
集
し

て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳

未
満
で
日
本
国
籍
を
有
す
る
男

子●
受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て

行
って
い
ま
す

●
試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す

●
試
験
種
目　

筆
記
試
験（
国

語
、数
学
、社
会
及
び
作
文
）、口

述
試
験
、適
性
検
査
及
び
身
体

検
査

　

願
書
請
求
、そ
の
他
お
問
い
合

わ
せ
は
自
衛
隊
御
坊
地
域
事
務

所(

℡
０
７
３
８
│
23
│
０
０
２

０)

ま
た
は
役
場
総
務
課
へ
。自
衛

隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
下
さ
い
。

(http://w
w
w
.m
od.go.jp/pc

o/w
akayam

a/)

　弁護士が、県内にお住いの高齢者（満65歳以上）の方、障がい者ご本人、そ
の家族や生活支援者（福祉関係者等）のお悩みに電話でお答えします。
□受付時間　
　平日の午前10時～午後4時（正午～午後１時を除く）
専用電話番号　０７３－４２５－４１６５（受付）
　まずは電話でお申し込み手続きをしてください。
□相談内容　
　消費者被害、遺言・相続、成年後見、財産管理、虐待等なんでもご相談下さ
い。（ただし、相談は１案件につき１回のみです。）
□そ の 他
　相談は専用電話での受付後、担当弁護士から３営業日以内にお電話させて
いただき相談をお聞きします。
相談時間は30分以内です。（担当弁護士が、時間を要すると判断した相談に
は、有料の面談相談や出張相談をお勧めすることがあります。）
□お問い合わせ先
　和歌山弁護士会（和歌山市四番庁５番地）TEL０７３－４２５－４１６５

高齢者・障がい者電話相談
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平
成
25
年
度
南
部

長
寿
大
学
新
入
生
募
集
中

自
衛
官
候
補
生
を

募
集
し
て
い
ま
す



　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、感
染
性
胃

腸
炎
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
で

す
が
、飲
食
物
を
介
す
る
感
染

は
食
中
毒
に
な
り
ま
す
。

　

感
染
力
が
強
い
た
め
、ひ
と
り

の
患
者
か
ら
感
染
が
拡
大
す
る

こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

や
感
染
症
は
、１
年
を
通
し
て
発

生
し
て
い
ま
す
が
、特
に
初
冬
か

ら
春
先
に
感
染
者
が
急
増
し
ま

す
。今
年
は
大
流
行
の
兆
し
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

お
う
吐
、吐
き
気
、下
痢
、腹

痛
、発
熱（
感
染
し
て
か
ら
１
〜

２
日
後
に
発
症
し
ま
す
。）

　

ひ
ど
い
お
う
吐
、下
痢
が
続
い

た
場
合
は
脱
水
症
状
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
、入
院
や
点
滴
な
ど

の
処
置
が
必
要
に
な
り
ま
す
。健

康
な
方
は
軽
症
で
回
復
し
ま
す

が
、抵
抗
力
の
弱
い
幼
児
や
高
齢

者
な
ど
は
、重
症
化
し
た
り
、吐

ぶ
つ
を
誤
っ
て
気
道
に
詰
ま
ら
せ

て
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。

感
染
力
が
強
く
、少
量
で
感

染
・
発
症
し
ま
す
。

加
熱（
85
℃
１
分
以
上
）や
塩

素
系
漂
白
剤
で
死
滅
し
ま

す
。

牡
蠣
な
ど
の
２
枚
貝
を
生
、

ま
た
は
加
熱
不
十
分
な
状
態

で
食
べ
る
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た

飲
食
物
を
食
べ
る
。

感
染
者
の
お
う
吐
物
や
便
を

介
し
て
人
か
ら
人
へ
感
染
す

る
。

牡
蠣
な
ど
２
枚
貝
を
調
理
す

る
場
合
は
、十
分
に
加
熱
し

ま
し
ょ
う
。湯
通
し
程
度
の
加

熱
で
は
ウ
イ
ル
ス
は
死
滅
し
ま

せ
ん
。（
８５
℃
、１
分
以
上
の
加

熱
で
死
滅
）

調
理
前
、食
事
前
、ト
イ
レ
の

後
は
、し
っ
か
り
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。石
鹸
と
流
水
で
十
分

こ
す
り
洗
い
を
し
て
、ウ
イ
ル

ス
を
手
か
ら
洗
い
落
と
す
こ

と
が
大
切
で
す
。（
石
鹸
で
２

回
手
洗
い
す
る
と
よ
り
効
果

的
）

調
理
器
具
は
食
品
別
に
用
意

し
、使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。使

用
後
は
十
分
洗
浄
し
、熱
湯

や
塩
素
系
漂
白
剤
で
消
毒
し

ま
し
ょ
う
。（
十
分
な
洗
浄
と

消
毒
）

脱
水
症
状
に
な
ら
な
い
よ
う

水
分
を
十
分
取
り
ま
し
ょ

う
。

安
静
に
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
判
断
で
市
販
の
薬
を

飲
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人

の
排
泄
物
や
お
う
吐
物
に
は
、

多
量
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。便
や
お
う
吐
物

の
処
理
時
は
、使
い
捨
て
マ
ス

ク
と
手
袋
を
着
用
し
、汚
染

箇
所
は
塩
素
系
漂
白
剤
を
含

ま
せ
た
使
い
捨
て
タ
オ
ル
な
ど

で
、よ
く
ふ
き
取
り
ま
し
ょ

う
。ま
た
、処
理
後
は
し
っ
か

り
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

じ
ゅ
う
た
ん
や
座
布
団
な
ど

簡
単
に
は
洗
え
な
い
も
の
、色

落
ち
し
て
困
る
も
の
の
消
毒

は
、汚
物
を
ふ
き
取
っ
た
場
所

に
ス
チ
ー
ム
ア
イ
ロ
ン
を
十
分

に
あ
て
、熱
殺
菌
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。

汚
染
さ
れ
た
場
所
が
乾
燥
す

る
と
、残
存
し
て
い
た
ウ
イ
ル

症
状
は

特
徴
は

感
染
経
路
は

予
防
方
法
は

応
急
手
当
と
し
て

二
次
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

感
染
予
防
の
基
本
は「
手
洗
い
」

○

○

○○○

○○○○

○○○○○

　

指
先
、指
の
間
、親
指
の
周

り
、手
首
及
び
手
の
し
わ
の
部
分

は
汚
れ
が
残
り
や
す
い
の
で
、 

石

鹸
で
し
っ
か
り
洗
浄
し
ま
し
ょ

う
。爪
は
短
く
切
っ
て
、腕
時
計

や
指
輪
を
は
ず
し
て
、腕
か
ら
指

先
ま
で
、し
っ
か
り
、丁
寧
に
、こ

す
り
洗
い
し
ま
し
ょ
う
。

指
先
、指
の
間
、爪
の
間
、

手
首
な
ど
、汚
れ
の
残
り

や
す
い
と
こ
ろ
ま
で
丁

寧
に

ス
が
空
気
中
に
飛
散
し
、こ
れ
を

吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
感
染
が

拡
大
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、処
理
中
・
処
理
後
は
窓
を
開

け
る
な
ど
換
気
を
十
分
に
し
ま

し
ょ
う
。
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冬
は
特
に
ご
注
意
！

食
中
毒
は
夏
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
冬
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
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高血圧予防教室　参加者募集

トレーニング教室
～はあと館（社会福祉センター）～
トレーニング教室
～はあと館（社会福祉センター）～
1月11日（金）・18日（金）・25日（金）18：00～21：001月11日（金）・18日（金）・25日（金）18：00～21：00

センター
だより
センター
だより

（保健福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

日　時：１月24日（木）13：30～15：00
場  所：こひつじランド（愛之園保育園内）
対　象：妊婦または小さなお子さんの保護者
内　容：①「胎児ちゃん人形」でおなかの赤ちゃんをイメージしよう
           ②出産に向けて助産師からのアドバイス

マタニティー＆ベビーサロンマタニティー＆ベビーサロン

乳幼児健診 （ 場所 ふれ愛センター ）

予防接種 （ 場所 ふれ愛センター ）

※対象のお子さんには案内状（問診票同封）を送ります。

1月18日（金）13：00～13：30

実 施 日健診名（対象乳幼児） 受 付 時 間

予防接種名 実　施　日 受 付 時 間

対象　平成24年9月11日～平成24年10月31日生まれの
　　　お子さん

Ｂ　Ｃ　Ｇ ２月６日（水） 13：00～13：20

4・10か月児健診
（平成24年9月・3月・4月1日～4月15日生まれ）

1月16日（水）13：00～13：30２歳６か月児歯科健診
（平成22年6月・7月生まれ）

1月23日（水）13：00～13：30３歳６か月児健診
（平成21年7月生まれ）

１月３日（木）【南部ライオンズクラブ･町共催】
9：30～12：00／13：00～16：00
　　　　　　バリューハウス南部店様前）
1月30日（水）
9：00～10：30　みなべいなみ農協本所前
11：30～13：00　東農園㈱様前（東本庄）
14：30～16：00　ふれ愛センター　
田辺赤十字血液センターからお願い
　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本人
であることを証明できるもの（運転免許証など）をご
持参ください。

献血にご協力をお願いします献血にご協力をお願いします

２月は節分まつり

（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）
1月のおひさま広場（保育所開放）

上南部保育所（℡74-3022）   1日（金） 10：00～11：00

上南部保育所（℡74-3022）  8 日（火） 10：00～11：00
上南部保育所（℡74-3022） 22日（火） 10：00～11：00

南部保育所（℡72-4520）   1日（金） 10：00～11：00

高城保育所（℡75-2044）   1日（金） 10：00～11：00

自由遊び

清川保育所（℡76-2251） 18日（金） 10：00～11：00
高城保育所（℡75-2044） 25日（金） 10：00～11：00

お店やさんごっこ

愛之園保育園（℡72-2371） 23日（水） 10：00～11：00
※南部保育所（℡72-4520）　　お　　休　　み

お部屋で遊ぼう

年末年始（12月30日～1月3日）もし、急病になったら・・・・

田辺市高雄一丁目・田辺市民総合センター内、℡26－4909
◆ 診療科目　内科・小児科・歯科の応急診療
◆ 受付時間　9：00～11：30、13：00～17：00

田辺広域休日急患診療所へ

 日　時：１月21日（月）13：30～15：00
場　所：ふれ愛センター
対　象：妊婦または１歳未満のお子さんの保護者
申込み：１月7日（月）～１月16日（水）
　　　  ※申し込みが必要です（先着20名程度）
持ち物：タオル1～2枚、バスタオル1枚
申込先：こひつじランド（愛之園保育園内）（℡72－2371）

 日　時：１月11日（金）9：30～13：30
場　所：ふれ愛センター
内　容：〇高血圧予防の食事について　〇調理実習
参加費：無料
持ち物：米1合、エプロン、三角巾（バンダナ）、タオル
申込み：1月8日（火）までにふれ愛センターへ

プレママ＆フレッシュママ交流会
『ベビーマッサージ』

プレママ＆フレッシュママ交流会
『ベビーマッサージ』

1・2月は「はたちの献血キャンペーン」



睦月
（むつき）

木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日
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65
■各保育所、保育始まり

官公庁仕事始め4
■新成人の集い
　（受付開始12：30～・
　紀州南部ロイヤルホテル）
■ごみ収集・し尿収集開始

納期　介護保険料
　（普通徴収6期）

3
■献血
　（9：30～12:00、
　13：00～16：00
　バリューハウス南部店様前）

24 25 26 南部梅林開園
文化財防火デー

27
■ひかり保、お年寄りとの集い
■高城保・清川保、クッキング
■南部中、デートＤＶ
■マタニティー＆ベビーサロン、
　（13：30～・愛之園保）
■育児講座
　「わらべうたであそぼう」
　（ふれ愛センター）
■県による巡回職業相談
　（13：00～・南部公民館）

■おひさま広場（保育所開放）、
　お店やさんごっこ
　（10：00～、高城保育所）

■上南部保、ミニコンサート
■高城小、日曜授業参観
■南部梅林、観梅くじ（13：00～）

10 11 12 13
■県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～）

■上南部保、園外保育
■上南部中、防災学習
■高血圧予防教室
　（9：30～・ふれ愛センター）
■消費生活相談会、
　（13：00～・役場）

■白梅幼、園開放日
■田辺年金事務所・年金相談窓口
　開設（9：30～16：00）

110番の日

31
各納期　町県民税（普通徴収4期）/
国民健康保険税（普通徴収7期）/後
期高齢者医療保険料（普通徴収7
期）/介護保険料（普通徴収7期）
水道料金・公共下水道使用料（11・
12月分）/農業集落排水使用料
（12・1月分）の各窓口納付

■おひさま広場（保育所開放）、
　節分（10：00～、南部・上南部・
　高城保育所）

■愛之園保、保育参観、
　新入児説明会
■南部梅林、紀州梅林太鼓
　（上南部中生徒）
　（11：00～・13：00～）

■岩代大梅林、梅林節分
　（11：00～）
■南部梅林、ビンゴゲーム大会
　（13：00～）、
　もち投げ（14：30）

岩代大梅林開園2/1 2/2 2/3

17 18 19防災と
ボランティアの日

118番の日 食育の日 20
■高城保、お弁当作り
■南部保、クッキング
■南部幼・愛之園保、避難訓練
■清川中、梅の剪定

■日高地方駅伝競走大会、
　（日高川町）

■高城保・南部保、避難訓練
■南部中、思春期体験学習
■おひさま広場（保育所開放）、
　お店やさんごっこ
　（10：00～、清川保育所）
■４・10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

カレンダーカレンダー 11

各梅林のイベントは、開花
状況や天候によって変更す
る場合があります。



くらしの情報くらしの情報
月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日
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相 談
困ったら、身近な民生児童
委員さんにご相談を！

1月は

無　　料
秘密厳守

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児童
委員さんと一体になって活動する
主任児童委員さんもいます。近く
の民生児童委員さんのお名前やく
わしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

◆「はたちの献血」キャンペーン
　（1日～2月29日）
◆個人事業者の消費税および
　地方消費税の確定申告
　（4日～4月1日）
◆防災とボランティア週間
　（15日～21日）
◆緑の募金（15日～5月31日）
◆全国学校給食週間
　（24日～30日）

21

22 2321
■上南部小、ふれあい作文発表会
■おひさま広場（保育所開放）、
　自由遊び
　（10：00～、上南部保育所）
■南部長寿大学、
　（14：00～・南部公民館）
■県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（14:30～）

■ひかり保・上南部保、避難訓練
■南部幼、収穫祭
■上南部小、税の学習
■高城中、お別れ遠足
■清川中、窯出し体験
　（～23日の間で）
■プレママ＆フレッシュママ
　交流会「ベビーマッサージ」、　
　（13：30～・ふれ愛センター）

■清川小、校内年賀状抽選会・人権
作文発表会
■清川保・岩代小・高城中、避難訓
練
■清川中、百人一首大会
■おひさま広場（保育所開放）、お
部屋で遊ぼう
　（10：00～、愛之園保）
■3歳６か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

■上南部中、ジャンボ年賀状配達
■うめ振興館（～３日開館）

元日
あけまして
おめでとうございます

8 97
■清川小・中、きしゅう君の家訪問
■南部幼・白梅幼・ひかり保・
　各小中学校、始業式
■おひさま広場（保育所開放）、
　自由遊び
　（10：00～、上南部保育所）

■みなべ町消防団出初め式
　（9：00～・町民広場）

製品安全点検日

28 29 30
■白梅幼、新入園児説明会
■献血（9：00～10：30みなべい
なみ農協本所、11：30～13：00
東農園㈱様前、14：30～16：00
ふれ愛センター）

■上南部保・高城保・清川保、
　人形劇観劇
■岩代小、梅学習（カップ詰め）

■上南部小、開校記念日
　（なわとび大会・節分集会）
■岩代小、梅学習（室内干し）

各納期　水道料金・公共下水道使
用料（11・12月分）/農業集落排水
使用料（12・1月分）の各口座振替

■1月の人権・行政相談

●15日（火）13：30～15：30
◇ふれ愛センターで
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）

1月の県による巡回職業相談

●24日（木）13：00～15：30　
●南部公民館（片町）で
　相談員が求人情報を提供、また
求職の相談を受けます。くわしく
は、日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

1月の田辺年金事務所年金相談

●12（土）（9：30～16：00）
　年金相談窓口開設
くわしくは、同事務所
（田辺市朝日ヶ丘℡24-0435）へ。

ねんきんダイヤル
0570-05-1165

（IP電話・PHSからは℡03-6700-1165へ）
月～金曜日　午前8：30～午後5：15
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
第２土曜日　午前9：30～午後4：00

■教育相談

●連絡は教育学習課
　（℡74-2191）へ

■育児なんでも相談（保健師）　　

●毎週金曜日9：00～12：00
●ふれ愛センターで

■暮らしなんでも相談（町社協）

●毎週月～金曜日9：00～16：00
●片町　はあと館で

■1月の消費生活相談会

●11日（金）13：00～16：00
◇役場で
◆消費生活相談（県消費生活セン
ター相談員）

15 16成人の日14
■ひかり保、マラソン練習開始
■岩代小、梅学習（ラベル作り）
■人権・行政相談
　（13：30～・ふれ愛センター）

■白梅幼、上南部小、避難訓練
■南部幼、新入園児面接
■高城小、校内年賀状抽選会
■清川中、薬物乱用防止教室
■2歳６か月児歯科健診
　（13：00～・ふれ愛センター）


